





























































菓成形態 年度 1992 1993
看護大学 (4年) 0(0 ) 2(1.9)
看護短期大学 (3年) 22(36.7) 51(48.1)
看護婦学校養成所(霧 4年 26(43.3) 32(30.2)








看護大学 (4年) - 100.0
看護短期大学 (3年) 72.7 90.2
看護婦学校養成所(蒜4年 73.1 71.9












看護大学 (4年) - 22.0±0
看護短期大学 (3年) 21.6±1.1 21.4±0.9
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順位 県 名 % 県 名 %
1 ※岡 山 31.7 岡 山 18.0
2 広 島 16.7 広 島 13.2
3 兵 庫 13.3 山 口 ll.3
4 香 川 8.3 香 川 8.5
5 山 口 5.0 兵 庫 7.5










































































































時期 年度 9ー92 1993
小学校時代 2( 3.3) 1( 0.9)


























































※保健婦学校 1(0.6) 13( 4,7)
保 健 婦 .助 産 婦合 同 コー ス 3( 1.7) 12(4.3)
養護教員養成所 0(0) 4( 1.4)
その他(編入学) o(0) 3( 1.1)














志望耶内訳 年度 1992 1993
済助産婦のみ 56(93.3) 85(80.2)
･助産婦と保健婦 4( 6.7) 16(15.1)
助産婦と養護教員 0(0) 1(0.9)
助 産 婦 と保 健 婦 と嚢 護 教 員 0(0) 2( 1.9)
助産婦と編入学他 0(0) 2( 1.9)

























優 しい 4.2 4.1


















































内容 年度 1992(∩-60) 1993(∩-106)
助産婦として勤める 60(100.0) 103(97.2)
看護婦として勤める 3(5.0) 4(3.8)
ゆくゆくは開業したい 4(6.7) 4(3.8)
看護婦コースの専任教員 4(6.7) 2(1.9)
助産婦コースの専任教員 3(5.0) 3(2.8)
看護に関係ある学校へ進学 ー(1.7) 7(6.6)
多重回答 単位人 (%)
考 察
本学受験生が,助産婦職を志向した時期は,看
護コー ス入学前25%,看護コー ス在学中65%,看
護コース卒業後10%であった｡
看護コー ス入学前の時期では,高校時代に助産
婦を志望した受験者が最も多かった｡そして,大
学進学を前にした進路決定の時期に決めていた｡
助産婦職の60%が病院,20%が助産所に勤務1)し
ている現状では,看護コー ス入学前に助産婦を志
望した者の契機となった事柄は,助産婦との直接
的な出会いよりも,マス･メディア関連の方が多
かった｡
看護コー ス在学中に助産婦を志望した者が最も
多く,中でも母性の臨床実習がきっかけになって
いた｡講義で母性看護に興味を持った後,分娩,
保健指導,妊産祷婦 ･新生児看護などの助産婦業
務を目のあたりにし,助産婦に対する認識が養わ
れたと考える｡看護コー ス卒業後の受験生の配属
場所が産科であった事も含め,実践場面を体験す
ることの影響力は大きい｡
さらに,職業体験は,助産婦イメージや職場選
択の動機でも,現実直視型の反応を示させている
と言える｡助産婦イメージでは,仕事に必要な知
力,体力に関する項目の点数が高く,就業時の重
要な要素には,人間関係の円満さを挙げていた｡
卒業後の進路でも,多くは助産婦として就業し
たいと考えており,職業継続後の具体的な目標が
明らかな学生もいた｡
職業の継続に関しては,子育て期間のみ休業と
いう再就職型は47.3%で,子供を持っても働く両
立型が47.6%であった｡青年期女性一般と比較す
ると,専業主婦志向は低く,両立型は2倍近くの
高率を示した3)｡受験生の95%が,出産後も仕事を
続けたいと答えている｡調査対象の大多数が未婚
で,結婚,出産,育児という未知の事を想定して
の希望としては,職業継続の意志が強い集団と推
測される｡
看護職の高学歴化は,看護界の望みでもあり,
社会も支援している｡しかし,1992年4月現在の,
看護コース年間養成者割合4)をみると,看護大学
出身者は1.6%しかなく,数はまだ少ない｡看護短
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助産婦養成課程受験者の実態
期大学出身者は10.4%であり,看護婦学校養成所
出身者 (3年)が46.5%,看護婦学校養成所出身
者 (2年)が41.5%という実状である｡
本学が,学位授与機構の求める要件を満たす専
攻科として認定されたのは,1992年度入試の後で
ある｡学位授与制度の改正前後という観点で,1992
年度と1993年度を比較した｡1993年度には,学位
授与制度の改正が影響したと考えられる事がいく
つかあった｡まず,受験者数が増加した｡次に,
看護短期大学出身者の受験者割合も増加傾向とな
った｡そして,看護短期大学出身受験者の40%の
者が,本校の選択理由に,学位授与機構認定校で
あり学士の取得に適していると答えていた｡又,
看護コース,助産婦コース選択時,共に進路決定
には自分の意志が最優先していたが,1993年度受
験生は,影響のあった要因の二番目に,教師のす
すめを挙げていた｡他には,受験願書提出校が,
助産婦学校は減少し,短期大学専攻科 (助産婦コ
ース)は増加した｡助産婦職のみを希望して受験
する者の割合は減少した｡
一方,看護コース終了後の進学や編入学希望者
は,大学受験失敗者が多いという長浦ら5)の調査
結果とは異なり,看護-の道が第1希望だったと
する者が多かった｡進学は学歴取得にとどまらず,
過去の学習や臨床体験をとうして,更なる勉学の
必要性に受験生自身が気づいた為ではないかと考
える｡
学生確保の為のPR活動として,公開説明会を
実施しているが,助産婦課程-の参加者は少ない｡
受験生は岡山を中心とした瀬戸内海沿いの近隣県
出身者が多いが,範囲は広がる傾向にある｡その
為,本学を訪問してもらう形式だけでは,距離の
問題もあり,参加数の増加は見込みにくい｡又,
看護コース在学中の助産婦志向者割合が高かった
が,母性実習で助産婦職の認識も養われていると
推測される為,学科紹介の内容や方法を考え直す
必要があると思われる｡
ま と め
1992年度と1993年度に本学専攻科助産学特別専
攻を受験した者を対象に,進学動機や卒業後の進
路希望の実態調査を行なった｡
1.進路決定時,最も影響力が強かったのは,自
分自身の希望であった｡
2.助産婦志向の時期は,看護コース入学前25%,
看護コース在学中65%,看護コース卒業後10%
であった｡契機 となった事には,看護コース入
学前はマス ･メディアの影響を,看護コース在
学中は母性実習を,看護コース卒業後は配属場
所が産科だったことを挙げていた｡
3.卒業後は助産婦職に就き,長期間仕事を継続
したいと考えていた｡
4.学位授与機構認定後の看護短期大学出身受験
者は,学士の取得を本校の入学理由に挙げていた｡
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